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「りのいずむ」とは…
　 リノ・ハピア（リノベーションを通じてハッピーに！という思いのこもった社名）と
　　イズム（流儀）から作った造語。リノ・ハピアらしさを詰め込んだ社外報です。

屋上防水工事の足場設置
　今回は、屋上防水工事の足場設置をご紹介します。
　外壁の修繕工事を行う際、通常は建物の外周すべてに足場を設置し工事を行いま
すが、今回のような屋上防水のみの施工の場合は、屋上に上がるための昇降用足場を
設置をします。屋上からの落下や飛散、転落を防ぐために、屋上の*パラペット外周
部に落下防止手摺を取付け、安全を確保します。
　建物の外周を足場で覆う必要がないため、室内に光が入らなかったり、洗濯物を外
に干せない期間があるということもなく、居住者様への影響が少ない足場設置方法を
取り入れました。引き続き、完工まで丁寧に施工を行ってまいります！　(本社工事部)
*屋上などの外周部に設置された、低い手すりのような部位のこと

軍艦島から見る大規模修繕
　「軍艦島」といえば、真っ先に何を思い浮かべるでしょうか？私はモノクロの映像の中、孤島で働く人々の姿を
思い浮かべました。この度、修繕業界の一員として軍艦島視察を行いましたのでご報告します。
　長崎港から船で約40分のところに位置する「端島」は、いつしか人々から「軍艦島」と呼ばれるようになりま
した埋め立てて造られた人工の島は、まるで海の上を走る「軍艦」のように
見えます。島の人口は最盛期で約5300人にも及び、当時約4700人が住ん
でいた東京より600人も上回る、日本一の人口密度を誇っていたようです。
しかし、1810年より石炭の採掘は順調に行われましたが、主要エネルギーで
あった石炭が石油へと移ることにより、衰退の一途をたどります。
　 そして、1974年に閉山、島民は島から離れ、現在のような無人島になりま
した。その後、2015年に晴れて世界文化遺産「明治日本の産業革命遺産 ～

製鉄・製鋼、造船、石炭産業～」として正式登録、今日に至ります。
　約40棟の建物の中には、集合住宅、小・中学校、公共施設や娯楽施設な
どがあり、日本で最初の鉄筋コンクリート造の建物が出来てから100年以上
の月日が経っているにも関わらず、未だ形を保っていることに驚きを隠せま
せん。しかし、現在は小・中学校の屋上に建てられた体育館がある日突然大
きく崩れてしまったり、建物の外壁が地面に崩れ落ちていたりとかなり老朽
化が進んでいる状況です。軍艦島では様々な研究が行われていますが、今

回の視察で建物を修繕することの大切さを改めて実感しました。
　「建物は人が住まなくなると劣化する」という言葉は修繕業界でもよく言
われており、現在でも数多くの実例があります。人々の生活と建物の歴史を
物語っている軍艦島は、その姿を長く保ち続けられるように少しずつですが
修繕を開始しています。世界遺産としてはもちろんのこと、この貴重な「軍
艦島」という生きた孤島を守っていくことが今後の修繕業界にとって重要な
課題のひとつになるでしょう。
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お問い合わせ先

◆仮設工事
◆下地補修工事
◆外壁剥離・剥落防止工事
◆塗装工事
◆防水工事
◆耐震補強工事
◆ドア・サッシ交換工事
◆外断熱工事

工事事業
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 ＜読者アンケート＞
 ご回答いただいた方
 全員にもれなく500円分の
 クオカードをプレゼント！
 ※初回のみ

 　リノ・ハピアは、6月から新たな期に入
りまして、おかげさまで創立60周年を迎
えることができました。
　今年度の社員総会は60周年記念式典と
称して、総勢139名の社員と協力業者様が
参加し盛大に執り行われました。お客様に
寄り添いながら、成長し続けるリノ・ハピ
アを今後ともよろしくお願いいたします。

編集後記

屋根瓦葺き替え工事
　大規模修繕工事における、屋根瓦葺き替え工事の施工手順を詳しくご紹介します。
　こちらのマンションは今回で3回目の大規模修繕工事でした。過去の2回では修繕しなかった屋根瓦修繕工
事を、新築以来初めて実施することになりました。
　既存の瓦は「セメント瓦」でしたが、今回の工事で新素材の軽量屋根瓦「ROOGA（ルーガ）雅」樹脂混入繊
維補強軽量セメント瓦に葺き替えました。こちらの瓦は、通常のセメント瓦よりも重量は約1/2で、台風や衝撃
にも強い仕様になっています。素材ひとつひとつ、より良いものを考え施工時にご提案しています。
　さらに、今回の屋根瓦修繕工事では、断熱材も既存の物より厚い素材を使用しておりますので、暑い日と寒い
日どちらとも効果を発揮し、今より更に過ごしやすくなるかと思います。長年修繕していない屋根瓦がありまし
たら、ぜひこの機会に修繕をご検討してみてはいかがでしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　(多摩支店)

１. 施工前 2. 既存瓦撤去 3. 下葺き材敷設

4. 瓦桟木取付 5. 瓦葺き 6. 施工後

施工手順
下葺き＝防水シートです

 瓦を固定します
　　 ↓

1枚ずつ剥がしていきます

雪止金具も設置します！ 完工です！


